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Ⅰ コミュニティ自治の先進事例 

 

１．名古屋市（平成22年モデル実施）－投票で選ばれた地域委員会による住民自治 

特徴 

・名古屋市では町内会・自治会に加え、「区政協力委員」や学区内の各種地域団体等で構成

する「学区連絡協議会」を中心とした住民自治が進められてきたが、住民ニーズの多様

化・高度化、きめ細かい行政サービスの実施への期待とともに、町内会・自治会への未

加入世帯の存在やＮＰＯ活動の高まりなど、住民自治を取り巻く環境も大きく変化。 

・このような時代の変化に対応するため、住民自治の姿をもう一段高め、「地域のことは地

域で決める」「住民が市政運営に参画する」という理念のもと、行政が住民にとってより

身近なものとなり、意見がより一層反映されるよう、「地域内分権」を進めることを提示。 

・平成21年、地域課題を解決するために投票で選ばれた委員を中心に話し合い、市予算（税

金）の一部の使い道を決める新しい住民自治の仕組みである「地域委員会」の創設を検

討。平成22年度以降、通年でモデル実施を行ない、他都市の状況やモデル実施の実績を

十分検証した上で、本格的な導入を目指している。 

＜地域委員会のイメージ＞ 
・地域委員会で決めた使途は、議会の議決を経て予算化され、市が執行する予算をもと
に地域ぐるみで地域課題の解決に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜委員会運営支援＞ 
・委員会の円滑な運営を支援するため、区役所が事務局となり、地域予算案の作成のた
めの関係部署との調整や、会議の広報、資料作成等を行う。 

・委員会の会議は、住民が参加しやすいよう地域内の公共施設を活用し、平日夜間や休
日に開催。 

（名古屋市「地域委員会の創設に向けて」より）
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２．大阪市－大阪市の地域コミュニティの課題・将来像 
～「大阪市地域コミュニティ活性化ビジョン」より～ 

 

大阪市市民局が策定した「大阪市地域コミュニティ活性化ビジョン」では、大阪市の地域コ

ミュニティ活動の課題をまとめているが、各課題の解決に向けて以下の図（下線部）のような

取り組みの方向性が想定される。 

大阪市の地域コミュニティ活動の課題 

① 活動参加者の減少と担い手の負担増大 

② 地域振興会への加入世帯率の低下 

③ 地域の各種団体の住民アピール不足・自律運営の脆弱さ 

④ 行政協力による団体活動等への影響 

⑤ 各種団体間の地域課題の共有化や連携の不足 

⑥ 地域の各種団体とＮＰＯ等の市民活動団体との連携不足 

⑦ 団体間の連携促進に向けた中間支援機能の脆弱さ 

 

＜課題解決へ向けた取り組みの方向性（下線部）＞ 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

コーディネーター 
による事業連携 ラウンドテーブルの開催 

 ・定期的な団体間の交流 
 ・課題解決へ向けた連携 

ファシリテーションによる会議運営等 

加入推進活動強化 
 ・加入メリットのアピール 
 ・魅力的な地域行事の企画 

住民へ届く広報 
 ・広報紙魅力アップ 
 ・ＨＰ・ＳＮＳ活用 

公民協働のしくみの確立 
公民協働型職員の養成 行 

政 

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

ＮＰＯ等へ 
地域連携助言 

多様な地域の団体・住民が参加する地域活動プラットフォーム※の運営 
 ・区の行政課題や地域の課題解決へ向けたラウンドテーブル運営支援 
 ・地域の将来像・目標像を市民協働で立案・実施 
（区役所等行政との公民協働体制によるバックアップ） 
※プラットフォーム 

複数の関係するグループや団体を「場」「舞台」に載せることでネットワーク効果により、個別
のグループ・団体を越えたナレッジ（知）が生まれ、問題解決へ向けた新たな活動・事業を生
み出す仕組み。 

商
店
・
企
業 

＜地域コミュニティ＞ 

「大阪市地域コミュニティ活性化ビジョン【概要】」の図を元に作成 
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地域がめざす「将来のあるべき姿」と地域コミュニティ活性化へ向けた 
協働の取組み・方向性 
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３．宝塚市－市民協働でつくられたコミュニティの計画を総合計画へ反映 

特徴 

・従来の総合計画は、総合計画審議会への有識者や地域代表等の参加にとどまっており、

都市計画、福祉、環境等分野別の計画づくりにおいても、個別に市民団体や学識経験者

が意見を述べる程度であった。市内の地域ごとの特性等は反映されていなかった。しか

し、コミュニティ施策の振興により、平成11～12年に行われた第４次総合計画の策定に

おいては、市域を連合自治会・コミュニティの７大ブロック（ブロックは概ね中学校区

単位）に分けた地域別計画を策定することとし、小学校区単位で意見を集約する方法が

採用された。 

・７ブロック（中学校区）に分けられた各エリアでは市民との協働の地域フォーラムが数

回開かれ、公開討論を行った後、最大公約数的に意見を集約して地域別計画としてまと

められた。しかしながら、平成11年度中に、市内すべての地域にまちづくり協議会が設

立されていたこともあり、地域住民にとっては公園・道路や河川、歴史文化等のまちづ

くりについて、より具体的で身近なまちづくりの計画として提案したいという声も多く

あった。ブロック計画策定の際、地域フォーラムやまちづくり総合フォーラムの開催、

全世帯アンケート調査等も実施されたため、多様な人がまちづくりについての話し合い

を体験し、計画づくりや調査の読みとりを学習したからである。 

・市民の間には、小学校区を基本としたまちづくり計画策定へ向けた気運が醸成された。

平成13年６月の「まちづくり協議会代表者会議」では、すべてのまちづくり協議会で計

画を策定する方針が決まり、「まちづくり計画フォーラム」を開催して先進的なコミュニ

ティのまちづくりの事例を学んだ。 

・このような経緯により、宝塚市は平成14年度から平成16年度の３ヵ年度で、すべてのま

ちづくり協議会で「まちづくり計画」の策定を完成させ、この成果を第４次総合計画の

後期基本計画（平成20年度～）に反映させることを基本方針として決定した。 

＜参考事例 コミュニティ西山（西山小学校区）・西山まちづくり計画＞ 

○西山まちづくり計画～まちの総合計画～ 

〔まちづくりの考え方〕 

わたしたちの住む西山小学校区は、武庫川の支流である逆瀬川の両岸に広がる丘陵地に
位置しています。緑も豊かで静かな住宅地が続いています。逆瀬川にはホタルやミヤマ
アカネというトンボが飛びかう等、自然に恵まれた地域であるといえます。 

しかしながら近年は、銀行グランド跡地等に宅地開発も進んでおり、空閑地は次第に減
少しています。このようななか、防犯や防災面の対策・交通安全・住宅地の環境を守る
必要性等、今後わたしたちが取り組むべきまちの課題は大きいものがあります。安心・
安全で魅力のある環境を守り育て、次の世代に残していくことが、わたしたちに求めら
れているのだと思います。以上のようなことを念頭に置き、これからのまちづくりのテ
ーマとして、 

～ホタルやトンボが飛びかう 美しい丘づくりにむけて～ 

を揚げます。そして､まちづくりの分野を以下の４つにわけ､住民･行政･企業が協働でま
ちの課題に取り組んでいきたいと思います。 

※まちづくりを「道路・交通」「緑と水辺」「住環境」「交流の場づくり」の４つの分野にわ
けている。 

※※計画の優先順位を決め、市役所に提出。まちづくり推進課が市の各部局との調整を担当。 
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まちづくり計画の進捗状況 
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「地域ごとのまちづくり計画」の実現に向けて 
 

宝塚市「宝塚市まちづくり協議会 協働のまちづくり計画 推進５カ年計画(平成19年度版)」より
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４．大阪市淀川区～川をテーマとした地域活動プラットフォーム～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「淀川フォーラム実行委員会」は川を愛する区内の各種団体・NPO代表・タウン誌や商店の事

業主で構成され、設立後に策定された淀川区の「未来わがまちビジョン」のテーマ「淀川のほと

りで夢をつむぐ」を推進する地域活動プラットフォームである。多様な“得意技”を持っている

メンバーが“異種結合”してタスク･フォースとなり、「よどがわ博」をはじめ川に関わる事業を

展開している。区内では、複数の地域活動プラットフォームが相互に連携して、事業の企画内容

の充実等に結び付けている。連携にあたっては、複数の委員会にメンバーとして参加しているキ

ーパーソン（図中「河川レンジャー」）が、コーディネーターとして大きな役割を果たしている。 

河川レンジャー 

(淀川河川事務所が任命)

国土交通省 

淀川河川事務所 

テーマ型地域活動プラットフォーム

淀川フォーラム実行委

員会 

・淀川区役所区民企画担当(事務局､行政や区内団体とのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ) 

・コンサルタント（ﾌｧｼﾘﾃｰト､専門家とのｺｰﾃﾞｨﾈｰト、「よどがわ博」等の開催支援） 

環境学習 

のサポート 
川イベントの 

タウン誌への掲載 

区内の企業 

の協賛 

地元の 

河川“専門家” 

区の情報提供 未来わがまちビジョンの 

推進(…川に関わる部分)

環境学習 

のサポート 

町会・子ども会、 

河川活動への参加 

商業関連 

(料飲組合) 

(商工会議所) 

淀川リバーマスター 

倶楽部（講座修了生） 

テーマ型 NPO 

(環境系等) 
地域タウン誌 

地域団体(町会等) 

生涯学習団体 

小学校区 

教育協議会 

(はぐくみネット) 

未来わがまちビジョン 

推進委員会 
区役所職員 

テーマ型地域活動プラットフォーム 
未来わがまちビジョン推進委員会 

～区のまちづくりに関わる活動～ 

テーマ型地域活動プラットフォーム 
地域福祉アクションプラン推進委員会 

～区の福祉に関わる活動～ 連携 

環
境
イ
ベ
ン
ト
「
よ
ど
が
わ
博
（
淀
川
河
川
敷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
」 

連 
携 

連携 

参
加 

参加 

企画 
運営 

「わがまち防災スクール」 

運営 

企画 

 中学生対象に実施

参加 
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写真 農機具の実物展示 写真 自然工作コーナー 

写真 Ｅボート乗船体験 

写真 地域活動見本市 

 

写真 水中歩行体験 

 

写真 ふれあい喫茶 

資料 「キッズリバースクール」で子どもたちが描いた十三干潟の生き物 
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Ⅱ 「語り場」としての地域別懇談会 

 

会議を活性化するワークショップスタイル 

（１）今、まちづくりや市民活動の場でワークショップという方法が注目されています。 

 

・地域主権を支えるのは、統治（ガバナンス）への市民参画です。 

・市民参画の基本は、市民協働で、地域住民のコミュニケーションを豊かにし、 

まちづくりへのコンセンサス（合意）を生み出していくことです。 

・その手法として、ワークショップがあり、ワークショップの進行を担う仕事が 

ファシリテーションです。 

※地域住民のまちづくりへのコンセンサスは、公民連携により行政の政策や事業に 

反映されるとともに、総合計画に位置づけられます。 

 

 

（２）“ワークショップ”と“会議”はどう違うの？ 

 

・work（ワーク）は、labor（レバー）と違って、創造的な労働です。 

・だから･･･日程や作業の確認ではなく、原案の検討でもなく、今ここでみんなで協働し

て創造的なワーク(プランづくり、イベント・・・)を生み出していくことです。 

 

 

（３）ワークショップで重要な役割を果たすのが、ファシリテーション（会話促進）の技法

と心です。 

 

 次の３つのルールで話し合いをすると、ワークショップがよくなります。 

 ○ 肩書きを外して、自分の体験・思いから語りましょう 

   （マスコミや世論の意見ではなく）。 

 ○ 他のメンバーの意見を尊重し、意見が異なる場合も否定せず、 

   別のより良い案を出しましょう。 

 ○ 充分にコミュニケーションをとり、現状の認識と未来への想いを 

   共有しましょう。 
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ワークショップの進行を担うファシリテーションの技法 
内は、「ファシリテーション革命―参加型の場づくりの技法―」（中野民夫著 2003.4. 岩波書店）による 

※ワークショップ＝協働的創造の場 

＜ ファシリテーションとは？ ＞ 

ファシリテーションとは“促進”すること 

 

 

１人だけでは、あるいはバラバラではできなかった相乗作用を促す。自分達だけでは、堂々巡

りしてしまう状況を前へと進める。抽象論でなく具体的な提案やまとめへと促す。さらなる意

欲を刺激し、実際の行動や活動へと促す。なによりも、自分も（参加した皆も）何かをやって

いこうという力を中から引き出し、励まし力づける。 

 

 

ファシリテーションの心 

① ファシリテーションは“引き出す”  

 

 

 

 

② ファシリテーションは“つなぐ” 

 

 

 

 

③ ファシリテーションは“場をつくる” 

 
 
 
 

 

それぞれにユニークな１人ひとりの存在を、経験や知恵を、引き出す。忘れてしまっていた感性や

直観、自分自身の気持ちや感じ方を大切にすることを引き出す。一人ひとりの違った声をきちんと

聴き、受け容れ合うことの深さを引き出す。一歩踏み出すことの怖れや億劫さを超え、関わること

のおもしろさを引き出す。 

初めて会った人たちをつなぐ。対立する集団や個人の関係をできるだけ容易にする。切れてしまっ

た関係をとりもつ。集団と集団、人と人の関係だけでなく、人と社会や、人と自然の世界をもつな

ぎ直すことも促進する。身近でありながら感じられなくなっている自分自身の心や身体をも取り戻

す契機を与えうる。 

人がいい形で集い合い、簡単には答えのでない問題について問い合う場をつくる。人がいい形で集

い合い、簡単には答えの出ない問題について問い合う場をつくる。それぞれの思いや経験や感じ方

を大切にし、安心できる環境で、存分にそれぞれの力を発揮できる場をつくる。お互いから謙虚に

学び合ったり、共に考えたりする場をつくる。相互の真剣なやりとりから新しい何かを創造する場

をつくる。 

ファシリテーションの力･･･共感による理解、全体状況の具体的な把握（KJ 法）。 
鍵となる方向性の発見。＊リードするのではなく、ポイントとなる意見を拾いあげ、

ミーティングをそっと方向づけていく。 

自分の中の素直な“心”にもとづき発言する。他人の想いも素直に聴き、自分の想いと重ね

合わせることにより、新たな発見・解決方向を見出していく。 

いつも会議しているメンバーでも、別の出会い方をして、お互いの可能性を“発見”し合い

新たな協働の方向を見出す。 

キーポイントは、あせらないこと、まず自分を出し、お互いを分かり合うというコミュニケ

ーションを大切にする。そのような場を創り出すことが最も重要。 
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画
 
 
全
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像
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ち
づ
く
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方
針
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美
し
い
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流
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育
て
る
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域

と
学
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の
パ
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ト

ナ
ー

シ
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プ
に

よ

り
、
子
ど
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た
ち
に
と
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安
全
で
居
心
地
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よ
い
、

そ
し
て
未
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に
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望
を
持
て
る
ま
ち
に
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ま
す
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緊
急
時
に
地
域
の
人
た
ち
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士
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助
け
合
い
、
犯
罪
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災
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か
ら
自
分
た
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い
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し
く
み
を
考
え

ま
す
。
ま
た
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急
時
に
備
え
た
活
動
も
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て
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き

ま
す
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手
に
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自
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ま
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中
の
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ど
り
、
地

域
に
ま
つ
わ
る
文
化
に
親
し
む
し
く
み
を
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
し
く
み
を
通
じ
、
ま
ち
の
歴
史
・
環
境
等
の

資
源
を
維
持
・
整
備
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
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住
民
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安
全
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然
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の
す
る
ま
ち

 

①
 
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ま
ち

 

②
 
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ま
ち

 

③
 
気
軽
に
集
え
る
場
の
あ
る
ま
ち

 

①
 
駅
前
に
親
し
み
を
も
て
る
遊
歩
空
間
が
あ
る
ま
ち

 

②
 
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

 

③
 
ペ
ッ
ト
と
共
生
す
る
ま
ち

 

①
 
み
ん
な
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
ま
ち

 

②
 
人
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
あ
た
た
か
い
ま
ち

 

①
 
子
ど
も
が
遊
び
育
つ
ま
ち

 

悩
ん
で
い
る
人
、
迷
っ
て
い
る
人
、
不
安
な
人
、

孤
立
し
て
い
る
人
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

 

②
 
乳
幼
児
の
子
育
て
を
支
援
す
る
ま
ち

 

③
 
地
域
と
学
校
教
育
と
の
連
携

 

①
 
み
ん
な
で
主
体
的
に
防
災
に
取
り
組
む
ま
ち

 

②
 
隣
近
所
の
目
が
行
き
届
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

①
 
み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る
み
ど
り
に
溢
れ
た
ま
ち

 

②
 
豊
か
な
自
然
を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち

 

③
文
化
を
育
む
ま
ち

 

ま
ち
中
で
起
き
る
環
境
問
題
の
解
決
と
予
防
に
向

け
て
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
、
美
し
く
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

 

人
々
が
気
軽
に
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
を

中
心
に
、人

々
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
拠
点
で
得
た
“
知
恵
”
や
“
元

気
”
に
よ
り
多
様
な
人
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
、
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
 

一
人
一
人
が
主
体
と
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
る
ま
ち

 
み
ん
な
で
つ
く
り
あ
げ
る
美
し
い
環
境
の
ま
ち

 
ふ
れ
あ
い
・
お
も
い
や
り
に
満
ち

 
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

 

(参考)宝塚市売布小学校区まちづくり計画（平成18年３月）
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子
育
て
環
境

 

        
                  子

ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

 
・
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
遊
べ
る
遊
び
場
が
求
め
ら
れ
る

 
ボ
ー
ル
遊
び
や
冒
険
遊
び
な
ど
伸
び
伸
び
遊
べ
る
公
園
や
場
所
が
少
な
い
。

 
売
布
小
学
校
で
は
、
放
課
後
一
度
帰
宅
し
な
け
れ
ば
学
校
の
校
庭
で
遊
べ
な
い
の
で
、
家
が
遠
い
子
ど
も
は
一
度
家
に
戻
る
の
が
大
変
で
あ
る
。

 
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
を
通
じ
て
世
代
を
超
え
た
交
流
を
す
る
場
所
が
少
な
い
。

 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
る

 
空
き
地
に
ど
ん
ど
ん
住
宅
が
建
ち
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
た
め
、
保
育
所
・
育
成
会
に
入
れ
ず
待
機
し
て
い
る
児
童
が
多
い
（
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
）。

 
宝
塚
市
全
地
域
を
対
象
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
が
行
わ
れ
て
い
る
が
（
市
民
病
院
な
ど
）、

行
っ
て
も
そ
の
場
限
り
に
な
っ
て
い
る
。

 
世
代
を
越
え
た
交
流
が
な
い
の
で
、
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
。

 
近
所
と
の
交
流
が
な
い
た
め
に
孤
独
化
し
、
そ
の
た
め
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
虐
待
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
公
立
の
保
育
園
が
有
し
て
い
る
教
育
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
と
話
し
合
う
場
を
設
け
、
業
者
を
選
定
し
て
欲
し
い
。

 
市
内
に
は

24
時
間
の
救
急
医
療
体
制
が
な
い
た
め
、
夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ
た
と
き
は
遠
く
へ
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

 

教
育
に
つ
い
て

 
・
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
た
教
育
環
境
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

 
合
格
発
表
の
当
日
に
な
ら
な
い
と
、
自
分
の
い
く
高
校
が
わ
か
ら
な
い
校
区
の
調
整
区
域
が
あ
る
。

 
高
校
進
学
は
学
校
の
都
合
優
先
で
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
行
き
た
い
高
校
を
選
べ
な
い
。

 
ゆ
と
り
教
育
が
学
力
低
下
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

 
（
子
ど
も
と
保
護
者
、
地
域
と
の
情
報
交
流
が
必
要
）。

 

現
状
と
課
題

 

公
園
の
数
は
少
な
く
、
高
架
下
公
園
な
ど
は
暗
く
、
安
心
し
て
遊
べ
な
い
。

 
溜
め
池
や
川
が
安
全
で
な
い
。

 
夕
方
は
道
が
暗
く
不
安
で
あ
る
。

 

子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
よ
り

 

川
と
ふ
れ
あ
え
る
整
備
イ
メ
ー
ジ

(Ｐ
14

右
上

) 
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     あ

 
                

 

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
し
く
み
 

（
世
代
間
交
流
を
行
う
）
 

・ 
遊
び
の
第
一
歩
と
し
て
、
放
課
後
の
校
庭
を
利
用

す
る
 
 
 
（
短
期
）
 

・ 
PT
CA

と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
に

遊
び
を
伝
承
す
る
 
 
 
（
中
期
）
 

子
ど
も
の
多
様
な
遊
び
に
対
応
し
た
公
園
づ
く
り

 
・ 

現
在
も
球
技
等
が
行
わ
れ
て
い
る
米
谷
の
高
架
下

に
あ
る
公
園
を
、「

元
気
い
っ
ぱ
い
球
技
公
園
」
に

整
備
し
て
い
く
 
 
 
（
中
期
）

 
・ 

ホ
タ
ル
の
い
る
足
洗
川
の
上
流
を
「
自
然
と
触
れ

合
う
河
川
公
園
」
に
整
備
す
る
 
 
 
（
中
期
）

 

地
域
で
と
も
に
子
ど
も
を
育
て
る
 

・ 
地
域

全
体

で
子
育

て
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

一
時
預

か
り
を
行
う
し
く
み
を
つ
く
る
 
 
 
（
短
期
）

・ 
地
域
で
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
を
開
催
し
、
母
親
の

交
流
サ
ー
ク
ル
化
を
支
援
す
る
 
 
 
（
短
期
）

・ 
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
す
る
 
 
 
（
短
期
）

地
域
か
ら
小
中
学
校
の
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

 
地
域
の
大
人
が
中
高
生
に
自
ら
の
職
業
体
験
、
地
域
活

動
体
験
を
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
す
る
場
を
設
け
る

（
短
期
）
 

・ 
教
師
と
保
護
者
、
地
域
の
人
が
、
教
育
の
あ
り
方

を
と
も
に
考
え
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
 
 
（
中
期
）

・ 
小
中
学
校
に
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導
入
す
る

 
（
中
期
）

 

高
校
選
択
の
“
不
自
由
”
を
解
消
す
る
 

・ 
市
民
の
望
む
高
校
進
学
制
度
を
つ
く
る
た
め
、
市

民
参
画
で
協
議
す
る
場
を
つ
く
る
 
 
 
（
中
期
） 

→
特
に
校
区
の
調
整
区
域
に
住
む
中
学
生
が
合
格

発
表
ま
で
進
学
先
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
“
不
安
”

を
な
く
す
 
 
 
（
短
期
）
 

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

・ 
保
育
を
必
要
と
す
る
乳
幼
児
が
全
員
保
育
園
等
に

入
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
保
育
を
提
供
で
き
る
し

く
み
を
つ
く
る
 
 
 
（
中
期
）
 

・ 
働
き
に
出
て
い
る
親
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
が
病
気

の
と
き
に
預
か
っ
て
く
れ
る
場
や
、
延
長
保
育
を
す

る
場
を
確
保
す
る
 
 
 
（
中
期
）
 

兵
庫
県
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と

 

安
全
な
公
園
づ
く
り

 
・ 

清
荒
神
５
丁
目
第
２
公
園
の
柵
を
高
く
す
る

 
（
中
期
）

 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
支
援
す
る

 
・ 

小
児
緊
急
医
療
体
制
を
整
え
る
 
 
 
（
中
期
）

 

③ 地 域 と 学 校 教 育 

と の 連 携 

② 乳 幼 児 の 子 育 て を 

支 援 す る ま ち 

① 子 ど も が 遊 び 

育 つ ま ち 

私
た
ち
が
一
人
ひ
と
り
で
で
き
る
こ
と
・

 
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
る
こ
と

 
市
民
と
市
役
所
が
一
緒
に
な
っ
て

 
（
協
働
し
て
）
考
え
進
め
て
い
く
こ
と

 

目
標
：
子
育
て
・
子
育
ち
を
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
支
え
あ
っ
て
い
く
ま
ち

 

市
役
所
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
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自
然
・
文
化

 
現
状
と
課
題

 
                        

ま
ち
な
か
の
み
ど
り
や
公
園
に
つ
い
て

 
・
み
ど
り
溢
れ
る
ま
ち
に
す
る

 
自
治
会
と
市
の
公
園
緑
地
課
が
役
割
を
分
担
し
、
公
園
な
ど
に
み
ど
り
を
植
え
て
い
る
地
域
が
あ
る
一
方
、
取
り
組
み
の
遅
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

 
住
宅
の
庭
に
み
ど
り
を
植
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
が
、
自
治
会
単
位
（
地
域
）
で
協
力
し
て
み
ど
り
を
植
え
、
美
し
い
環
境
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。

 
公
園
を
利
用
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
誰
で
も
自
由
に
集
え
、
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
な
公
園
が
求
め
ら
れ
る
。

 
米
谷
高
架
下
の
公
園
は
落
書
き
が
多
く
薄
気
味
悪
い
た
め
、
人
が
寄
り
付
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

 
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
の
整
備
が
い
き
届
い
て
い
な
い
の
で
、
危
険
で
あ
る
。

 

森
や
池
な
ど
の
自
然
に
つ
い
て

 
・
身
近
に
あ
る
自
然
に
、
触
れ
る
機
会
が
少
な
い

 
自
然
に
触
れ
な
が
ら
巡
礼
街
道
を
歩
く
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
拡
充
す
る
。

 
溜
め
池
は
財
産
区
の
も
の
で
あ
る
が
、
市
民
の
協
力
に
よ
り
保
全
し
、
売
布
小
学
校
区
の
住
民
と
子
ど
も
た
ち
の
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
。

 
鎮
守
の
森
で
あ
る
売
布
神
社
を
、
話
し
合
い
に
よ
り
親
水
空
間
と
し
て
の
整
備
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

 

文
化
資
源
に
つ
い
て

 
・
文
化
を
感
じ
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域
の
財
産
と
す
る

 
若
い
人
た
ち
が
文
化
を
冠
し
た
も
の
に
触
れ
る
こ
と
が
す
く
な
い
の
で
、
気
軽
に
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
。

 
西
国
三
十
三
ヵ
所
巡
り
の
一
つ
の
中
山
寺
や
売
布
神
社
の
歴
史
文
化
を
地
域
の
人
が
学
べ
る
よ
う
に
し
、
地
域
外
か
ら
来
た
人
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
案
内
板
、
マ
ッ
プ
、

冊
子
等
）。

 
高
齢
者
・
障
害
者
（
児
）
や
中
高
生
、
大
学
生
等
が
行
っ
て
い
る
文
化
活
動
の
発
表
の
機
会
を
設
け
、

PR
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
し
て
い
る
人
が
意
欲
が
持
て
る
ま
ち
に
す

る
。
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・ 
大
堀
川
と
足
洗
川
に
遊
歩
道
を
設
け
、
中
山
奥
の
院

へ
と
続
く
親
水
、
新
緑
の
道
を
つ
く
る
 
（
長
期
）

 

水
と
み
ど
り
に
親
し
め
る
遊
歩
道
の
整
備

 

・ 
高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）、

子
ど
も
が
遊
び
や
自
然

に
触
れ
交
流
す
る
な
ど
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
公

園
・
広
場
を
設
け
る
 
 
 
（
中
期
）

 

高
齢
者
や
障
害
者
（
児
）、

子
ど
も
が
触
れ
合
う
余
暇

の
場
を
設
け
る

 

私
た
ち
が
一
人
ひ
と
り
で
で
き
る
こ
と
・

 
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
る
こ
と

 
市
役
所
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と

 
市
民
と
市
役
所
が
一
緒
に
な
っ
て

 
（
協
働
し
て
）
考
え
進
め
て
い
く
こ
と

 

① み ん な で つ く り あ げ る 

み ど り に 溢 れ た ま ち 

市
民
が
公
園
に
愛
着
を
持
て
る
し
く
み
づ
く
り

 
・ 

市
民
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
公
園
な
ど
に
、
愛

着
を
も
て
る
よ
う
に
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
公

園
づ
く
り
を
広
め
て
い
く
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
も
、
一
定
の
役
割
を
公
園
緑
地
課
が
市
民
（
自

治
会
な
ど
）
に
委
譲
す
る
（
行
政
は
サ
ポ
ー
ト
役
と

な
る
）

 
 
（
中
期
）

 

み
ど
り
を
身
近
に
感
じ
る
活
動
を
す
る

 
・ 

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
で
、
売
布
神
社
の
鎮
守

の
森
な
ど
を
回
り
、
売
布
地
区
に
あ
る
自
然
を
知

り
、
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
 
 
 
（
短
期
）

 

風
土
資
源
で
あ
る
溜
め
池
を
親
水
空
間
に
す
る
 

・ 
地
域
の
風
土
資
源
で
あ
る
溜
め
池
を
、
多
く
の
人

た
ち
が
親
し
め
る
親
水
空
間
に
す
る
た
め
、
財
産

区
と
協
力
し
て
溜
め
池
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会

を
つ
く
る
 
 
 
（
中
期
）

 
・ 

溜
め
池
を
自
然
環
境
豊
か
な
生
物
の
生
息
地
に
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
生
物
と
ふ

れ
あ
う
ゾ
ー
ン
を
つ
く
る
 
 
 
（
長
期
）

 

市
民
が
連
携
し
て
み
ど
り
整
う
ま
ち
を
つ
く
る

 
・ 

各
家
庭
の
庭
や
菜
園
の
枠
を
越
え
、
自
治
会
（
地

域
）
単
位
で
ま
ち
の
み
ど
り
を
整
え
る
取
り
組
み

を
す
る
（
緑
化
協
定
、
地
区
計
画
等
）
 
（
短
期
）  

② 豊 か な 自 然 を 

身 近 に 感 じ る ま ち 

目
標
：
自
然
が
豊
か
で
、
文
化
の
香
り
の
す
る
ま
ち

 

み
ん
な
で
公
園
を
つ
く
り
、
守
っ
て
い
く

 
・ 

公
園
を
地
域
の
人
々
が
み
ん
な
で
見
守
る
こ
と
に

よ
り
、
落
書
き
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
防
ぐ

 
（
短
期
）

 

17



売
布
小
学
校
区
の
推
進
計
画
（
福
祉
分
野
）
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